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X15b MOIRCSを用いたBzK銀河の近赤外分光観測
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BzK銀河は、近赤外のKバンドで検出したサンプルから、B− zと z−K のカラーを用いたカラーセレクショ
ンによって選出される z ∼ 2の銀河である。BzK銀河には、星形成銀河 (sBzK銀河)と星形成せずに受動的に進
化している銀河 (pBzK銀河)の 2つの種族が含まれる。両者はB − z vs z−Kの 2色図上で分布する位置の違い
によって区別して選出することができる。
我々は、Subaru Deep Field(SDF)において、BzK銀河を用いて z ∼ 2 の銀河の研究を行なっている。SDFの
広視野で深い撮像データから、KAB < 23.5の sBzK銀河について、クラスタリングの性質の光度依存性を明らか
にした (2006年秋季年会)。
しかし、これまでは分光データがなかったために、BzK銀河の正確な赤方偏移分布や、詳細な銀河の性質を得
ることができなかった。そこで今回、Subaru/MOIRCSを用いて近赤外多天体分光観測を行ない、44個の BzK
銀河の 0.9µmから 2.3µmまでのスペクトルを取得した。44個の内訳は、40個が sBzK銀河で、4個が pBzK銀
河である。また、各種族のうち、KAB = 21.9より明るいものと暗いものが約半分ずつである。
Hαや [OIII]輝線が存在すれば、0.9µmから 2.3µmの波長域に赤方偏移してくる。実際、顕著な Hαや [OIII]
輝線が受かっているものが多数あり、44個中 15個の BzK銀河で輝線を検出することができた。
本年会では、分光観測で得られたBzKセレクションの有効性や赤方偏移分布、光度によるスペクトルの違いな
どを紹介する。


